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（技術名） 二次性徴を示したタマカイ親魚に関する知見

（要約）タマカイ雄について、圧搾による放精は６月下旬～９月上旬に確認され、８月に最

も成熟度が上がる。性成熟期には、二次性徴として肛門後部の泌尿生殖孔が突出して

突起状となり、精子はその泌尿生殖孔より放精される。雌について、卵巣は７月上旬

～８月下旬に最も発達する。二次性徴は肛門後部が盛り上がり薄緑色又は紫色になり、

その部位の膜は薄くなる。排卵ホルモン注射後の人工採卵において、卵は肛門と泌尿

孔の間に位置する輸卵管開孔部より放卵される。
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［背景・ねらい］

タマカイの親魚養成では、2001 ～ 2009 年までは性成熟に関する情報不足により、生殖腺採
取を試みたもののカニューレ管の挿入ができず、組織を採取できなかった。そのため、雌雄判

別・性成熟度も不明の状況でホルモン処理を行い、自然産卵による受精卵の採卵を目指したも

のの、未受精卵の採卵にとどまった。そこで、2010 年からは、人工授精による受精卵の採卵
を目的として、性成熟度を上げるために餌料の栄養強化剤種類・投与方法を見直しつつ、人工

授精に必要な情報として、成熟の進んだ親魚を判別するため生殖腺開孔部（図１）の二次性徴

に関する情報収集と、成熟度調査を行った。

［成果の内容・特徴］

１．雄は、６月上旬から９月上旬に腹部圧搾により放精する個体が観察され、８月に成熟度が

最も高くなった（表１）。

２．雄の二次性徴は、泌尿孔が凸状に突出する泌尿生殖孔として形態の変化を示し、精巣の開

孔部は泌尿孔内に位置し、成熟度の上がる８月には、精子は麻酔後に圧搾せずとも自然に流

出した（図２）。

３．雌は、７月上旬から８月下旬に卵巣卵直径 0.4㎜以上に発達した。
４．雌の二次性徴は、肛門と泌尿孔の中間に位置する輸卵管開孔部が丘陵状に盛り上がり、薄

緑色又は紫色を呈し、卵巣組織採取のカニューレ管が容易に挿入できるほど、その部位の膜

が薄くなった（図３）。

５．十分に成熟していない二次性徴発現前や、繁殖期以外９～５月の生殖腺開孔部の形態は、

雄では泌尿孔の突起が、雌では輸卵管開孔部がそれぞれ萎縮し、その部位の膜が肥厚してカ

ニューレ管は挿入できなかった（図４）。

６．雌の性成熟度は、体長測定・水槽替えなどの飼育管理に伴うストレスの影響を大きく受け、

約 15日で卵巣が急激に退縮する可能性がある。

［成果の活用面・留意点］

１．産卵期前の親魚養成を徹底することで性成熟度を高めることができるが、ハンドリングス

トレスに伴う卵巣退縮は急激に進行するため、水槽替えを行わないなど注意が必要である。

２．性成熟度の低い個体は、カニューレ管の挿入により輸卵管の損傷を引き起こす可能性があ

るため無理な挿入は控えるべきである。
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［具体的データ］

［その他］
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